
　ころばぬ先の杖。何か気になったときは決定する「前」に、印鑑を押す「前」に、気楽にご相談下さい。
会員への無料法律相談（30分間）

お電話でご予約いただきご来所下さい。秘密は何人にも厳守します。
TEL  03-3341-4155   URL http://www.bengoshi-kanto.com　新宿区四谷 3-8-9　三井ビル 6F

   

法
律
問
答 

あ
れ
や
こ
れ
や
　
第
41
回
　
普
通
解
雇
の
手
続
き

関東法律事務所　弁護士 中山 徹

Q普通解雇とはどんな解
雇なのですか。

A解雇のうち、懲戒解雇以
外の解雇を普通解雇とい

います。
☆　解雇というのは、使用者の
通知によって、労働者との労働
契約を一方的に終了させること
をいいますが、普通解雇は、懲
戒解雇以外の労働者の能力不
足、協調性の欠如、勤務態度の
不良、欠勤遅刻の過多、就業規
則違反などを理由とする解雇を
意味します。

Q使用者が労働者を普通
解雇しようとするとき

は、どのような手続要件が必
要となるのでしようか。

A第１に、労働者に普通解
雇の通知をすることが必

要となります。
☆　労働契約を終了させる意思
表示を労働者に通知して知らせ
る必要がありますので、解雇通
知書ないし解雇予告通知書を作
成し、労働者に直接交付したり、
郵送したりして通知することに
なります。

A第２に、原則として30日
前に解雇予告をするか30

日分の解雇予告手当の支払いを
することが必要となります。
☆　労働基準法第20条は、「 使
用者は、労働者を解雇しようと
する場合においては、少なくと
も30日前にその予告をしなけれ
ばならない。30日前に予告をし
ない使用者は、30日分以上の平
均賃金を支払わなければならな

い。」と規定してます。
　普通解雇は、原則として30
日前に予告して行うことが必要
で、30日分以上の平均賃金を解
雇予告手当として支払うことに
より予告せずに解雇を言い渡す
当日に即日解雇することも可能
ということになります。
　支払われた賃金の総額には、
労働基準法第11条に定める賃
金すなわち「賃金とは、給料、
手当、賞与その他の名称の如何
を問わず、労働の対償として使
用者が労働者に支払うすべての
ものをいう。」の全てが含まれま
す。家族手当と通勤手当は、時
間外労働手当の基礎となる賃金
から除外されていますが、平均
賃金の場合には含めて計算する
ことになります。

A第３に、解雇が制限され
ている法律に違反しない

ことが必要となります。
☆　労働基準法第19条により、
次の時期における解雇は禁止さ
れています。
　労働者が労災による療養の
ために休業する期間及びその
後30日間
　労働者の産休中（産前６週
間と産後８週間）と産休明け
後30日間

この禁止期間における解雇は違
法ということになり、解雇は無
効とされます。

A第４に、解雇が、客観的
に合理的な理由があり、

社会通念上相当であると認めら
れることが必要となります。
☆　労働契約法第16条は、「解
雇は、客観的に合理的な理由を

欠き、社会通念上相当であると
認められない場合は、その権利
を濫用したものとして、無効と
する。」と規定し、判例も「普通
解雇事由がある場合においても、
使用者は常に解雇しうるもので
はなく、当該事情のもとにおい
て、解雇に処することが著しく
不合理であり、社会通念上相当
なものとして是認することがで
きないときには、当該解雇の意
思表示は、解雇権の濫用として
無効になる。」と合理性・相当
性の原則を明らかにしています。
どのような場合であれば、客観
的に合理的な理由があり、社会
通念上相当であると認められる
ことになるのかは、最終的には、
裁判所の判断によることになる
のですが、単に解雇事由に該当
するというだけでは認められず、
使用者が十分な指導をしたが、
改善の見込みがないといった場
合でなければ、認められないと
いうのが裁判所の通常の判断だ
ということができます。

　裁判事情としては、解雇規制
が厳しく、解雇権濫用の法理が
きわめて厳格に運用されており、
労働者に対して、使用者が繰
り返し指導や教育訓練を行って
も、配置転換を試みても、本人
が反抗的な態度をとるなどして、
改善する見込みがないと判断さ
れて、解雇以外に取れる対応が
ないくらいの状況でないと基本
的には解雇は認められていない
という実情にあり、普通解雇を
するに当たっては、このことに
十分留意する必要があるという
ことができます。
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地域の話題・くらしの知識

　東京発明学校で
開催されている
「発明発表オーデ
ィション」は、複
数の企業審査員の
前で自分の発明を
発表し、商品化を
目指す企画です。
この企画で発表さ
れた作品が商品化
契約に至りまし
た。発明者は、大

分県に住む猿渡史子さんです。猿渡さんは自宅で
のレッスンや高校へ出向いて授業を行ったり、パ
ン屋さんにレシピを提案したりするなど、パンの
専門家として活躍しています。ここでは、商品化
までの体験談をご紹介します。
●発酵器を考えたきっかけ
　レッスンでパン作りを教えていたとき、生徒さ
んから「ここではうまく焼けるのにね～」という
一言がありました。レッスンでは、「おいしいパ
ン生地の秘訣は、温度と湿度が重要！」と教えて
おり、上手に焼けるのですが、自宅に帰ると、そ
れが再現できません。なぜなら、自宅には発酵器
がないからだと気づきました。市場を調べてみま
したが、どれも大きくて高価で、個人が気軽に購
入できるものではありませんでした。
　また、代替案として、発泡スチロールにお湯を
張った容器を入れる方法や、電子オーブンレンジ
の発酵機能モードを使う方法などがありました。

いくつか試してみました
が、うまくいく場合もあ
るものの、温度管理が難
しく、過発酵や皮が硬く
なる、イースト臭が強く
なるなど、失敗すること
がありました。パンの本
来の味を知っている猿渡
さんは、もっと気軽に発
酵できる方法を考え、発
酵器の開発に着手しまし
た。3度の改良を経て『ま
めとっぺんばこ』という
商品名で販売開始するに
至りました。

　この発酵器の構造は、帆布でできた立方体で、
1面に出し入れできる入口があり、中にはパイプ
フレームの骨組みが入っています。内部は2段構
造で、天面と入り口には発酵具合を確認できる窓
が付いています。使用しないときは折り畳むこと
ができますが、このパイプフレームが重く、高価
になっていました。
●テレビで見た発明発表オーディションに希望を託す
　そんなある日、テレビで偶然放送されていた東
京発明学校の「発明発表オーディション」を見
て、即座に発明学会に入会を決め、大分から試
作機を持参して企業審査員の前でこの発酵器を
発表しました。
　その時、企業審査員として参加していたのが、
三陽プレシジョンの小島裕司社長でした。小島社
長は、これまで会員のアイデアを採用してきた実
績のある方です。小島社長は発表時の様子を次
のように語ってくれました。「面白い発明だなと
思ったと同時に、これを使いたいというお客様の
顔が浮かびました。また、それを完全に使いこな
せるプロフェッショナル（猿渡さん）がいるとい
うこと。このノウハウと道具がそろっていれば、
これは売れると感じました」
　そして、これまでの課題であった販売価格、重
さ、薄さを次のように解決しました。材料にはプ
ラスチック段ボールを使用しました。中空構造
で、向かい合う側壁にそれぞれ折り曲げ用の溝を
設けました。また、その背面と前面を板で閉じる
構造です。2段構造にするための棚板は、向かい
合う2辺に環状の紐が付いており、天面に外側か
ら内側へ吊るされています。1本の紐にはナスカ
ンが付いており、互いの紐を引っ張り、ナスカン
で紐を引っ掛けると、棚板が宙づりの状態を維持
できるようになっています。ナスカンを外せば、
棚板が底面に下りる「エレベーター構造」としま
した。
●入会から11ヵ月で公開契約調印式へ
　商品化契約を終えた猿渡さんは、「自分のアイ
デアが企業に採用されてとにかくうれしいです。
まだ夢じゃないかと思っています。全国にはパン
作りを教えている個人教室がたくさんあります。
今は、それらの教室にどうやってこの商品をピー
アールするか小島社長と考えています」と語り、
猿渡さんのゴールはまだまだ先にあるようです。
　商品化契約、おめでとうございました！

発明・アイデアに関するご相談、ご質問がある方は、（一社）発明学会迄お問い合わせください。
毎週火、木、土曜日午後、無料相談を行っています。

問合せ先（一社）発明学会ＹＨ係　〒 162-0055　東京都新宿区余丁町７―１　
ＴＥＬ　０３─５３６６─８８１１㈹　http://www.hatsumei.or.jp

一般社団法人発明学会

  

面
白
発
明
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！　
第
92
回
　
パ
ン
発
酵
器

パン発酵器
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使用状態

天面から4本の紐で宙づりさ
れた棚板によって中段が構成
されている



１
８
６
４
年
12
月
31
日
（
元
治
元
年
12
月
３
日
）　

南
町　

津
田
梅
子
、
生
ま
れ
る

四
谷
・
牛
込
あ
の
日
、
あ
そ
こ
で 

第
2
回

　

2
0
2
4
（
令
和
6
）
年
7
月
3
日
、
紙
幣
の
改
定
に
よ
り
一
万
円
札
、
五
千
円
札
、
千
円
札
が
新
し
い

デ
ザ
イ
ン
と
な
り
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
紙
幣
の
肖
像
は
一
万
円
札
に
は
渋
沢
栄
一
、
五
千
円
札
に
は
津
田
梅
子
、
千
円
札
に
は
北
里
柴
三
郎
が

採
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
四
谷
牛
込
地
区
に
所
縁
が
あ
り
ま
す
。

　

渋
沢
栄
一
（
1
8
4
0
年
3
月
16
日
〈
天
保
11
年
2
月
13
日
〉
〜 

1
9
3
1
年
〈
昭
和
6
年
〉
11
月
11
日
）

は
第
一
国
立
銀
行
（
現
・
み
ず
ほ
銀
行
）
や
東
京
商
法
会
議
所
（
現
・
東
京
商
工
会
議
所
）、
東
京
証
券
取
引

所
と
い
っ
た
多
種
多
様
な
会
社
や
経
済
団
体
の
設
立
・
経
営
に
関
わ
り
「
日
本
資
本
主
義
の
父
」
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
事
業
に
も
携
わ
り
、
新
宿
区
霞
ヶ
丘
町
と
港
区
北
青
山
に
ま
た
が
る
明
治
神

宮
外
苑
は
、
渋
沢
栄
一
ら
の
尽
力
に
よ
り
、
今
か
ら
約
１
０
０
年
前
に
造
営
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

北
里
柴
三
郎
（
1
8
5
3
年
1
月
29
日
〈
嘉
永
5
年
12
月
20
日
〉
〜 

昭
和
6
年
〈
1
9
3
1
年
〉
6
月
13

日
）
は
微
生
物
学
者
、教
育
者
で
あ
り
「
近
代
日
本
医
学
の
父
」
と
し
て
知
ら
れ
、第
1
回
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・

医
学
賞
の
候
補
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

研
究
所
、
病
院
の
創
立
、
運
営
に
関
わ
り
北
里
大
学
学
祖
で
あ
り
、
新
宿
区
信
濃
町
に
あ
る
慶
応
義
塾
大

学
医
学
部
、
慶
応
義
塾
大
学
病
院
で
は
慶
應
義
塾
大
学
部
医
学
科
学
長
（
1
9
2
0
年
か
ら
慶
應
義
塾
大
学

医
学
部
初
代
学
部
長
）、
慶
應
義
塾
大
学
病
院
初
代
院
長
な
ど
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

津
田
梅
子
（
1
8
6
4
年
12
月
31
日
〈
元
治
元
年
12
月
3
日
〉
〜 

1
9
2
9
年
〈
昭
和
4
年
〉
8
月
16
日
）

は
、
江
戸
の
牛
込
南
御
徒
町
（
現
在
の
東
京
都
新
宿
区
南
町
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

父
で
あ
る
津
田
仙
は
江
戸
幕
府
に
出
仕
し
て
外
国
奉
行
支
配
通
弁
（
通
訳
官
）
を
務
め
、
幕
府
使
節
の
随

員
と
し
て
福
沢
諭
吉
ら
と
共
に
渡
米
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
1
8
7
1
（
明
治
4
）
年
に
開
拓
使

嘱
託
と
な
り
、
開
拓
使
に
よ
る
女
子
留
学
生
の
ア
メ
リ
カ
派
遣
事
業
に
梅
子
を
応
募
さ
せ
、
最
年
少
官
費
女

子
留
学
生
（
当
時
6
歳
）
と
し
て
他
の
４
人
と
と
も
に
1
8
7
1
年
12
月
岩
倉
使
節
団
に
随
行
し
日
本
を
出

発
し
ま
し
た
。
梅
子
は
1
8
8
2
（
明
治
15
）
年
11
月
に
帰
国
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
は
日
本
語
を
完
全

に
忘
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

1
8
8
5
（
明
治
18
）
年
に
学
習
院

か
ら
独
立
し
て
設
立
さ
れ
た
華
族
女
学

校
（
四
谷
尾
張
町
）
で
英
語
教
師
と
な

り
、
そ
の
後
1
8
8
9
（
明
治
22
）
年

に
再
び
渡
米
し
生
物
学
を
学
び
、
論
文

も
発
表
し
ま
し
た
。

　

1
8
9
2
（
明
治
25
）
年
に
帰
国
し
、

1
9
0
0
（
明
治
33
）
年
9
月
、「
女

子
英
学
塾
」
を
東
京
市
麹
町
区
一
番
町

（
現
・
東
京
都
千
代
田
区
三
番
町
）
に

開
校
、
華
族
平
民
の
別
な
き
女
子
教

育
を
志
向
し
て
一
般
女
子
の
教
育
を
始

め
ま
し
た
。
塾
は
、
1
9
3
1
（
昭
和

6
）
年
に
小
平
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転

し
、
梅
子
の
死
去
か
ら
4
年
が
過
ぎ
た

1
9
3
3
（
昭
和
8
）
年
に
梅
子
を
記

念
し
て
校
名
を
「
津
田
英
学
塾
」
に
改

め
、
戦
後
の
学
制
改
革
を
経
て
「
津
田

塾
大
学
」
と
な
り
、
梅
子
の
女
子
教
育

へ
の
思
い
を
今
に
継
承
し
て
い
ま
す
。

　

発
行
に
際
し
新
五
千
円
札
の
2
号
券

「
A
A
0
0
0
0
0
2
A
A
」
が
日
本

銀
行
か
ら
新
宿
区
に
寄
贈
さ
れ
、
区
役

所
第
1
分
庁
舎
・
新
宿
歴
史
博
物
館
で

公
開
さ
れ
ま
し
た
。

地域の話題・くらしの知識

写真：p22右上は明治神宮外苑絵画館周辺。
右下は信濃町の慶應義塾大学病院周辺。
左上は牛込中央通りから入った南町周辺。
左下は戸山にある現在の学習院女子部周辺。
p23上は令和 5年に四谷法人会青年部会が新紙幣をテーマに製作
し、四谷・牛込地区内の小中学校に配布された租税教育用下敷。
下は新宿歴史博物館での新五千札 2号券特別展示。
新宿歴史博物館では喜久井町出生の夏目石の肖像が描か
れている千円札（1984 年発行）と一緒に展示された。
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「名所江戸百景 玉川堤の花」 歌川広重 安政３年（1856）

現在の玉川上水羽村取水口付近

玉
川
上
水

江戸の水道 

T
he w

aterw
orks of Edo  Tam

agaw
a Josui

  (Tam
agaw

a w
ater supply)

新宿区立新宿歴史博物館

10 5 ～
地下1階 企画展示室

2024年

土
12 1日

主 催：公益財団法人新宿未来創造財団　
共 催：新宿区、新宿区教育委員会

開館時間

休館日

午前9時30分～午後5時30分
（入館は午後5時まで）

10月15日（火）・28日（月）、
11月11日（月）・25日（月）
観覧料

一般300円（常設展とのセット券は500円）、
中学生以下無料

特
別
展

新
宿
歴
史
博
物
館  
令
和
六
年
度

JR・東京メトロ丸ノ内線・南北線「四ツ谷」駅下車 徒歩10分
東京メトロ丸ノ内線「四谷三丁目」駅下車 徒歩 8分
都営地下鉄新宿線「曙橋」駅下車 徒歩 8分主 催：公益財団法人新宿未来創造財団　

〒160-0008
新宿区四谷三栄町 12-16


